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ᙲ ଓᲴ関ᮾ地༊の㧗等部を設⨨する知的障害特別支援学ᰯ 196 ᰯを対象に，理科教育

の実≧ἣཬび実上の課題について㉁問紙調査を行った．回⟅のあった 69 ᰯ(回⋡

35.2㸣)の中で，理科のᤵᴗを設けている(教科別の指ᑟとして⨨࡙けている)と回⟅した

のは 37 ᰯ(54.4㸣)，理科のᤵᴗは設けていないが，合わせた指ᑟの中で実しているが

27 ᰯ(39.7㸣)であった．また，理科のᤵᴗでᢅった内容は，「人のయのつくりとാき」と

「ኳẼの変」の実⋡が約９であった一方で，「⇞↝の組み」と「てこの規則ᛶ」

に関しては実⋡が３程度であった．自由記述の分ᯒから，理科教育を実する上での

課題は，「教ᮦ・教ලが不足している」，「実験できる場所がない」，「ᑓ㛛(ᑓ科)教員が不足

している」，「実ែや理ゎのᕪが大きくᤵᴗ࡙くりにⱞ慮していること」であることが明ら

かとなった． 
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 ᖹ成 31 年 2 月，特別支援学ᰯ㧗等部学⩦指

ᑟ要領(以下，新学⩦指ᑟ要領)が告示され，「知

㆑ཬびᢏ能」「ᛮ考力，ุ᩿力，表現力」「学び

にྥかう力，人間ᛶ等」の３つのᰕで各教科等

の目ᶆや内容がᵓ㐀的にᩚ理され，内容の実

が図られた 4),5)．各教科の中でも理科の学⩦内

容は，日常生活との関わりが῝く，観察・実験

を通して᥈究的に学ࡪプロセスは「生きる力」

にᵝࠎなᙧで結びついており，知的障害のある

生ᚐらがయ験的に資㉁・能力を㌟に付けやすい

教科であるとい࠼る． 
しかしながら，ᒣ㔝・୕次(2018)の調査研究

によると，大分┴内の知的障害特別支援学ᰯ㧗

等部 14 ᰯのうࡕ，教科としての理科が設けら

れているのは 1 ᰯのみであった 11)．特別支援学

ᰯにおける教育内容の⢭選に当たっては，実生

活にᙺ立つこと，㌟近な問題であること，進㊰

や⫋ᴗに結びつくことなどが大ษな要⣲とさ

れる(ᑠ⏿ら 2019)ため，自立活動や作ᴗ学⩦，

⫋ᴗといった実学的な教科が重要どされ，理科

はそれらの教科と合科的にᢅわれることが

とࢇどであるのが現≧とい࠼る 6)．さらには，

教科として設定をされていたとしても，ᑓ㛛外

の教員が理科のᤵᴗを担当する場合がある，知

的障害特別支援学ᰯ㧗等部を対象とした理科

教育に関する調査研究では，教育課程に関する

研究として教科別の指ᑟの実≧ἣに関する

内容(బ藤ら，2018)は見受けられるが，理科教

育全యに関する≧ἣᢕᥱや課題を明らかにす

ることまでは⮳っていない 7)． 
そこで本研究では，関ᮾ地༊の㧗等部を設⨨す

る知的障害特別支援学ᰯにおける，理科教育の実

≧ἣと課題を明らかにすることを目的とした． 
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 ە
Ⅱ．方法 

 
䠍䠊ㄪᰝᑐ㇟䛸ᮇ 

調査対象は，関ᮾ地༊(ᮾி㒔・⚄ዉ川┴・༓

ⴥ┴・ᇸ⋢┴・ᰣᮌ┴・⩌㤿┴・Ⲉᇛ┴)の国公

立および⚾立の特別支援学ᰯ㧗等部 196 ᰯと

した．㉁問紙の㓄ᕸに当たっては，「理科のᤵᴗ

を担当されている先生や㧗等部の事の先生

など，本調査の内容に照らして回⟅するのがࡩ

さわしいと考࠼られる先生がࡈ回⟅くࡔさい」

としたが，ලయ的な回⟅者の選任は各学ᰯに一

任した． 
調査は，2020 年 9 月～11 月に㒑送法により

実した．学ᰯによって，」ᩘの障害種に対応

する場合は，知的障害のあるඣ❺生ᚐの教育を

想定して回⟅することを求めた．また，」ᩘの

学科を設⨨している場合は学科ࡈとに㉁問紙

の回⟅を求めた． 
196 ᰯ中 69 ᰯから回⟅を得た (回⋡ 

35.2㸣)．なお，学科の内訳は，ᬑ通科 54 ᰯ

(78.3㸣)，ᑓ㛛科 15 ᰯ(21.7㸣)であった． 
 

䠎䠊ㄪᰝෆᐜ 

 理科教育の実≧ἣと課題を明らかにするた

め，特別支援学ᰯ㧗等部学⩦指ᑟ要領(文部科学

┬，2019)4)におけるࠝ 理科 のࠞ「２ 各段㝵の目

ᶆཬび内容」や「３ 指ᑟ計画の作成と内容のྲྀ

ᢅい」を参考に，㉁問紙をᵓ成した(Table 1)． 
 問１については，３⫥選択とし「理科のᤵᴗ

と設けている」と回⟅した場合は問２，「合わ

せた指ᑟの中で実している」と回⟅した場

合は問８，「その他」を回⟅した場合は，問 11
に回⟅を求めた．問２から問７は教科別の指

ᑟとして⨨࡙けている場合の時間設定，ᢅ

った内容，ᤵᴗを実する際の㓄慮事項，学ᰯ

で所有する実験ჾලについて選択⫥から回⟅

を求めた．また，行った実験内容やᤵᴗで㌟に

ついた力については自由記述で回⟅を求めた．

問８から問 10 は，合わせた指ᑟとして実し

ている学ᰯを対象に，理由や関連している指ᑟ

について自由記述で回⟅を求めた．問 11 は理

科教育の実上の課題について自由記述で回

⟅を求めた． 
 
䠏䠊ศᯒ᪉ἲ 

 選択式の項目に関しては，回⟅ࡈとに合を

算出した．自由記述の項目に関しては，全య的

なഴྥや課題などをᢳ出するため，テキスト࣐

イࢽングおよび内容を࢝テࣜࢦーに分㢮し，各

，ーに含まれる௳ᩘを算出した．なおࣜࢦテ࢝

テキスト࣐イࢽングについては，ࣘーࢨーロー

ル࢝  テキスト࣐イࢽングࢶール (https：
//textmining.userlocal.jp/)による分ᯒを行った． 
 

䠐䠊⌮ⓗ㓄៖ 

本研究では，調査の目的を示し，回⟅内容は

集計のみに使用し，集計後の⤫計資料は本研究

の趣旨以外の目的には使用しないこと，結果の

公表時等において回⟅者が特定されることが

ないこと，回⟅内容は研究௦表者がཝ重に⟶理

し，₃ὤ，不正ὶ用，ᨵࢇࡊ等の㜵Ṇに㐺ษな

対⟇をㅮじること，第୕者に提౪することはな

いことを文書で説明し，調査のࡈ回⟅をもっ

て，本研究の趣旨・目的と個人報等のಖㆤに

ついて同意を得たこととした． 
 

 ە
Ⅲ．結果 

 

䠍䠊⌮⛉䛾ᢅ䛔䛸Ꮫ⛉䛤䛸䛾≧ἣ㻔ၥ䠍䠈ၥ䠎㻕 

 㧗等部における理科のᤵᴗについて，理科の

ᤵᴗを設けている(教科別の指ᑟとして⨨付

けている)と回⟅した学ᰯは 37 ᰯ(54.4㸣)であ

Table 1 ㄪᰝෆᐜ 

問１ 理科の実ᙧែ 

問２ 年間設定時間ᩘ 

問３ ᢅった内容 

問４ ᤵᴗでの㓄慮事項 

問５ 実験内容 

問６ 所有する実験ჾල 

問７ 生ᚐに㌟に付いたとᛮう力 

問８ 理科の時間を設けていない理由 

問９ 理科のᤵᴗと他ᤵᴗの関連 

問 �� ࠝ問 �ࠞに関して、「理科」のどの内容をᢅったか 

問 �� 理科教育を実する上での課題 
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った．また，学科別に見るとᑓ㛛科(⫋ᴗ科など)
では，80㸣の学ᰯ(15 ᰯ中 12 ᰯ)で理科を教科

別の指ᑟとしてᢅっており，ᬑ通科にẚべ実

⋡が㧗かった(Table 2)．また，ᤵᴗ時間ᩘでは，

理科を教科別の指ᑟとしてᢅっている学ᰯの

ᖹᆒ時間としては，ᬑ通科が 21.2 時間，ᑓ㛛科

が 29.3 時間であることが分かった． 
 
䠎䠊⌮⛉䛾ᤵᴗෆᐜ㻔ၥ䠏䠈ၥ䠑㻕 

 理科のᤵᴗ内容については，全యでは「人の

యのつくりとാき」と「ኳẼの変」の実⋡

が 94.6㸣で最も㧗かった．一方，実⋡がపか

った内容としては，「⇞↝の組み」(29.7㸣)や
「ὶれるỈのാきとᅵ地の変」(29.7㸣)，「て

この規則ᛶ」(16.2㸣)であった．また，学科別に

ẚ㍑をすると，「生≀と⎔ቃ」と「ὶれるỈのാ

きとᅵ地の変」はᬑ通科の方が実⋡が㧗か

ったが，他の内容ではᑓ㛛科の方が㧗いことが

分かった(Table 3)．行ったことがある実験や観

察では，ᵝࠎな領域に関する内容についての実

験や観察が行われており，例࠼ば，「Ỉ⁐ᾮの≧

ែ変」，「≀㉁の変」，「㟼電Ẽ」，「電Ẽ回㊰

の実験」，「᳜≀のග合成」「ⅆᒣ活動の実験」等

がᣲࡆられた． 
 
䠏䠊⌮⛉䛾ᤵᴗ䛷䛾㓄៖㡯㻔ၥ䠐㻕 

 理科のᤵᴗでの㓄慮事項は，「実験を行うに

当たっては，㌟の回りのことや生活に関わるも

のをྲྀりᢅう」が 91.9㸣で最も㧗く，次いで「ኳ

Ẽ，川，ᅵ地などの指ᑟに当たっては，⅏害に

関する基礎的な理ゎが図られるようにする．」

の 73.0㸣であった．一方で，「༤≀㤋や科学学

⩦センターなどと連ᦠ，༠力を図る．」は 2.7㸣
であり，他の項目にẚべて著しくపかった．

(Table 4)． 
 

䠐䠊ᐇ㦂ჾල䛾ಖ᭷≧ἣ㻔ၥ䠒㻕 

 学ᰯで所有する実験ჾලについて，理科実験

で使用㢖度の㧗い 43 種㢮のうࡕ所有⋡ 50㸣以

上であった実験ჾලは，㢧ᚤ㙾(67.6㸣)，ピンセ

ット(59.5㸣)，ࣅー࢝ー(59.5㸣)，プレࣃラート

(54.1㸣)の４つであった．ṧりの 39 種㢮につい

ては所有⋡ 50㸣以下で有り，そのうࡕ，ばࡡば

かり，検ὶ計，୕ 角ᯫ，ᯞ付フラスコ等の 14 種

については所有⋡が 20㸣以下であった． 

 

Table � ⌮⛉のᐇᙧែ（問㸯）  

 全య（Q ��） ᬑ通科�Q ��� ᑓ㛛科�Q ��� 

  ᰯᩘ 合 ᰯᩘ 合 ᰯᩘ 合 

「理科」の時間を設けている �� ����� �� ����� �� ��� 

合わせた指ᑟの中で実 �� ����� �� ����� � ��� 

その他 � ���� � ���� � �� 

 

Table � ᢅࡗたෆᐜ（問㸱）  

  全య（Q ��） ᬑ通科�Q ��� ᑓ㛛科�Q ��� 

生
命 

  ᰯᩘ 合 ᰯᩘ 合 ᰯᩘ 合 

᳜≀の発ⱆ、成長、結実 �� ����� �� ����� �� ����� 

動≀のㄌ生 �� ����� �� ����� � ����� 

人のయのつくりとാき �� ����� �� ����� �� ������ 

᳜≀の㣴分とỈの通り㐨 �� ����� � ����� � ����� 

生≀と⎔ቃ �� ����� �� ����� � ����� 

地
球
・
自
然 

ὶれるỈのാきとᅵ地の変 �� ����� � ����� � ����� 

ኳẼの変 �� ����� �� ����� �� ������ 

ᅵ地のつくりと変 �� ����� � ����� � ����� 

月と太㝧 �� ����� �� ����� � ����� 

物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

≀の⁐け方 �� ����� �� ����� � ����� 

電ὶのാき �� ����� � ����� � ����� 

⇞↝の組み �� ����� � ����� � ����� 

Ỉ⁐ᾮのᛶ㉁ �� ����� �� ����� � ����� 

てこの規則ᛶ � ����� � ���� � ����� 

電Ẽの用 �� ����� �� ����� � ����� 
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  全య（Q ��） ᬑ通科（Q ��� ᑓ㛛科�Q ��� 

合計 合 合計 合 合計 合 

問題を見いࡔし、予想や௬説、
観察、実験などの方法について
考࠼たり説明したりする学⩦
活動を重どするࠋ 

�� ����� �� ����� � ����� 

観察、実験の結果をᩚ理し考察
する学⩦活動を重どするࠋ �� ����� �� ����� � ����� 

科学的なゝⴥや概ᛕを使用し
て考࠼たり説明したりする学
⩦活動を重どするࠋ 

�� ����� � ����� � ����� 

観察、実験などの指ᑟに当たっ
ては、指ᑟ内容に応じてコンピ
ュータや報通信ࢿットワー
クなどを㐺ษに活用できるよ
うにするࠋ 

�� ����� � ����� �� ����� 

実験を行うに当たっては、㌟の
回りのことや生活に関わるも
のをྲྀりᢅうࠋ 

�� ����� �� ����� �� ����� 

生≀、ኳẼ、川、ᅵ地などの指
ᑟに当たっては、㔝外に出け
地域の自↛にぶしࡴ活動やయ
験的な活動をከくྲྀり入れる
とともに、生をᑛ重し、自↛
⎔ቃのಖ全にᐤするែ度を
㣴うようにするࠋ 

�� ����� �� ����� � ����� 

ኳẼ、川、ᅵ地などの指ᑟに当
たっては、⅏害に関する基礎的
な理ゎが図られるようにするࠋ 

�� ����� �� ����� �� ����� 

科学ᢏ術が日常生活や社会を
㇏かにしていることにゐれるࠋ �� ����� �� ����� � ����� 

理科で学⩦することがᵝࠎな
⫋ᴗなどと関連していること
にゐれるࠋ 

�� ����� � ����� � ����� 

個ࠎの生ᚐがయ的に問題を
ゎ決する活動を進めるととも
に、日常生活や他教科等との関
連を図った学⩦活動、目的を設
定し、計測してไᚚするという
考࠼方に基࡙いた学⩦活動が
実するようにするࠋ 

� ����� � ����� � ����� 

༤≀㤋や科学学⩦センターな
どと連ᦠ、༠力を図るࠋ � ���� � ���� � ���� 

その他 � ���� � ���� � ���� 

Fig.1 生徒に身に付いたと思う力（自由記述） 

Table 4 授業での配慮事項（問４） 
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䠑䠊⌮⛉䛾ᤵᴗ䛾୰䛷⏕ᚐ䛻㌟䛻䛴䛔䛯䛸ᛮ䛖ຊ

㻔ၥ䠓㻕 

自由記述で得られた回⟅についてࣘーࢨー

ロー࢝ルによる AI テキスト࣐イࢽングを使用

しスコア順で出力をしたとこࢁ，「考࠼る力」と

いうワードがከく記述されていた(Fig.1)．ලయ

的には，「予想を立てて考࠼る力が㌟についた」，

「実験結果から原ᅉを考࠼る力が㌟についた」

という回⟅が見られた． 
 

䠒䠊⌮⛉䛾ᤵᴗ䜢タ䛡䛶䛔䛺䛔⌮⏤䛸ᢅ䛳䛯ෆᐜ 

㻔ၥ䠔䠈ၥ䠕䠈ၥ 㻝㻜㻕 

 本問では 29 ௳の回⟅を得ることができた．࢝

テࣜࢦーࡈとに分㢮すると，「合わせた指ᑟ」，

「実ែに合わない」，「ᑓ㛛がいない」，という３

つに分けることができた(Table 5)．最も௳ᩘが

ከかったのが「合わせた指ᑟ」に関する記述であ

った．また，合わせた指ᑟでᢅった内容では，「᳜

≀の発ⱆ，成長，結実」が 96.3㸣で最も㧗く，

次いで「ኳẼの変」の 77.8㸣が㧗かった． 
 

䠓䠊⌮⛉ᩍ⫱䜢ᐇ䛩䜛ୖ䛷䛾ㄢ㢟㻔ၥ 㻝㻝㻕 

 59 ᰯから回⟅を得た．1 ᰯが」ᩘの課題を記

載している場合には課題の内容ࡈとに分けて

ウントし，合計で࢝ 81 ௳の回⟅を得た．81 ௳

の回⟅を内容ࡈとに分㢮した結果，４つに分㢮

することができた(Table 6)．「教ᮦ，教ල，実験

室不足」に関する課題が最もከく，ᤵᴗは行い

たいが，参考となる教ᮦや資料・ჾලがᑡない，

実験をする場所がないという課題がᣲࡆられ

た．また，上記とも関連するが，理科のᑓ科や

ᑓ㛛ᛶをᣢった教員がおらずᤵᴗ࡙くりにⱞ

慮している≧ἣが❚࠼た． 
 

 

 

Table � ⌮⛉ᩍ⫱ࢆᐇୖࡿࡍでのㄢ㢟 

 

Table � ⌮⛉の授業ࢆタ࡚ࡅい࡞い⌮由 

 名 ௳ᩘ 記述の例ࣜࢦテ࢝

合わせた指ᑟ １６ 
・本ᰯは、理科・社会・ᐙᗞ・報の各教科を合わせ

た生活の時間で理科をᢅっているࠋ 

実ែに合わない １１ 

・理科や社会科の教科を指ᑟする時間の必要ᛶはឤ

じていますࠋ生ᚐの実ែを考࠼ると日課表の中に

⨨࡙けることは㞴しいとᛮわれますࠋ 

・理科としての実験的な内容が生ᚐの実ែから㞴し

いとこࢁがあるࠋ 

ᑓ㛛がいない ２ 
・ᑓ㛛的知㆑がஈしい（教員の）、㞴しいことをかみ

○いてఏ࠼ることが㞴しい 

 名 ௳ᩘ 記述の例ࣜࢦテ࢝

教ᮦ、ჾල、実験室不足 ３㸮 

・実験や観察に必要なჾලが不༑分，実現可能なものが

限られるࠋ 

・実験ჾල，教ᮦがないため，ᑓ㛛的な実験はできない

≧ἣであり、そもそも教ᮦがᑡないࠋ 

・教室および実験ჾලがなく、⎔ቃをᩚ࠼ることがᅔ㞴

であるࠋ 

ᑓ㛛（ᑓ科）不足 ２㸮 

・理科のචチ所有者がᑡない、中㧗理科と特別支援学ᰯ

のචチの୧方がྲྀ得できる大学はとࢇどなく、特別

支援学ᰯにおける教科のᑓ㛛ᛶの担ಖが課題であるࠋ 

・ᑓ㛛教科担当がᑡないためᑓ㛛的知㆑がஈしいࠋ 

・教科「理科」のචチ、ᑓ㛛ᛶをᣢった先生がᑡないࠋ 

実ែ、理ゎ １７ 

・ᑠ中学ᰯや学部で理科を学⩦してきていない生ᚐもい

るため学力にᕪがあるࠋ 

・理科の知㆑を実生活と結びつけるような指ᑟ方法、科

学的な見方、考࠼方を㣴うᤵᴗ方法、論理的なᛮ考に

より、᥎論する力ࠋ 

指ᑟのᕤኵ １４ 
・ᢳ象的な事象をどうලయ的に生ᚐに見せることができ

るかのᕤኵが課題ですࠋ 
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本研究では，知的障害特別支援学ᰯ㧗等部に

おける理科教育の実ែと課題を明らかにするた

め，関ᮾの国公⚾立特別支援学ᰯ㧗等部を対象

に，調査研究を行った．以下，(１)知的障害特別

支援学ᰯ㧗等部における理科のᤵᴗの実≧ἣ，

(２)理科のᤵᴗの実内容，(３)理科教育を実

する上での課題の３点に╔目して考察する． 
 

䠍䠊▱ⓗ㞀ᐖ≉ูᨭᏛᰯ㧗➼㒊䛻䛚䛡䜛 

 ⌮⛉ᤵᴗ䛾ᐇ≧ἣ 

本調査における理科のᤵᴗの実≧ἣは，全

యで 54.4㸣であった．బ藤・Ⳣ㔝・ᯞ(2018)7)

が行った全国の知的障害特別支援学ᰯを対象

にした調査によると，理科のᤵᴗの実≧ἣは

33.4㸣であり，本調査の結果の方が 20㸣程度㧗

い値となった．調査対象の⠊ᅖが␗なるため，

୧調査の結果を༢⣧にはẚ㍑できないが，本調

査の実時期は学⩦指ᑟ要領のᨵゞ後であり，

そのᙳ㡪を受けた可能ᛶがある．本調査の結果

を学科別にẚ㍑すると，ᬑ通科が 47.2㸣であっ

たのに対してᑓ㛛科は 80.0㸣であった． 
一方で༙ᩘ近くの知的障害特別支援学ᰯ㧗

等部において，理科のᤵᴗを教科として実さ

れていなかったわけであるが，その理由として

「合わせた指ᑟで実している」，「実ែに合わ

ない」，「ᑓ㛛がいない」，ことがᣲࡆられた．合

わせた指ᑟཬび実ែにそࡄわないといった理

由は，知的障害のある生ᚐを対象とする特別支

援学ᰯ࠼ࡺのものである．ᑓ㛛ᛶに関しては，

Ώ㎶(2009)による知的障害特別支援学ᰯ㧗等

部を対象とした「ὶ通・サーࣅス」の実≧ἣ

についての調査研究では，実していない理由

として，「必要な設・ഛရがഛわっていない」，

「ᑓ㛛ᛶが不༑分」などがᣲࡆられ，本調査と

㢮ఝした結果であった 8)．理科に関しては，ⅆ

などを用い༴㝤をకう実験等もあるため，㧗度

なᑓ㛛ᛶが求められると同時に，理科室や実験

ჾල等の特別な設やഛရを要するのである． 
「理科のᤵᴗを通して㌟についた力」として

は，「考࠼る力」をあࡆている回⟅がከく見られ

た．このことは，理科で学⩦する内容は日常生

活との関わりが῝く，観察・実験を通して᥈究

的に学ࡪプロセスは「生きる力」にᵝࠎなᙧで

結びついていることを示していると考࠼られ

た．また，「日常生活」や「㌟の回り」，「自↛現

象」というキーワードもከくᣲがっており，自

↛の事≀や現象に関する知㆑，観察・実験の㐣

程で㌟に付くᢏ能，理科の見方・考࠼方などを

日常生活に活かされていくことができる教科

であるとい࠼る．関連する研究として，Ώ㑓・

橋本(2023)が知的障害特別支援学ᰯの教員を

対象に教科指ᑟの現≧とᤵᴗ࡙くりに関して

調査した研究を参照すると，「教科別指ᑟを行

うことでඣ❺生ᚐに各教科で付けたい力が付

いているとឤじているか」という設問に対して，

㧗等部教員の 43.2㸣が「あまりឤじていない」，

28.4㸣が「わからない」と回⟅しており，理由

としては「ከᵝな実ែの集ᅋでの指ᑟや個ࠎの

実ែに応じた指ᑟ内容の選定の㞴しさをឤじ

ている」という記述がከかった 10)．理科教育に

限らず，教科のලయ的な内容表や指ᑟ内容のさ

らなる実が必要になるとゝ࠼る．❑田・藤

(2020)の知的障害教育における教科指ᑟの実

ែとᅔ㞴に関する調査研究では，「各教科のල

య的内容表」や「各教科の指ᑟ内容表」の作成

の有↓については，学ᰯ独自に作成していると

回⟅されていたのは60.2㸣であった 2)．後は，

実ែや集ᅋでの指ᑟなどを考慮しつつも，ࣔࢹ

ルとなるලయ的内容表や指ᑟ内容表を示して

いく必要があると考࠼る． 
 

䠎䠊⌮⛉䛾ᤵᴗ䛾ᐇෆᐜ 

理科ᤵᴗでᢅっている内容に関しては，「人

のయのつくりとാき」(生領域)や「ኳẼの変

」(地⌫・自↛領域)といった内容の実⋡が

㧗いことが明らかとなった．このことは問４の

「理科のᤵᴗでの㓄慮事項について」と関連し

て，「実験を行うに当たっては，㌟の回りのこと

や生活に関わるものをྲྀりᢅう．」という回⟅

した学ᰯが 91.9㸣であったことから，日常生活

や㌟の回りのことで生ᚐが想起しやすい内容

を選ࢇでいることが予測される．Ώ㎶(2009)の
調査においても，「ὶ通・サーࣅス」の学⩦で考

慮すべき事項として「生ᚐの実ែに合わせて作

ᴗᕤ程や作ᴗの進め方のᕤኵがしやすいもの」，

「生ᚐの⯆・関ᚰや作ᴗ能力の育成などを考

慮したもの」といった生ᚐの目ᶆ設定や実ែに

合わせた㓄慮がされていることが示されてい

る 8)．一方で，実⋡のపかった内容である「⇞

↝の組み」(≀㉁・ࢿ࢚ルࢠー領域)，「てこの

規則ᛶ」(≀㉁・ࢿ࢚ルࢠー領域)，「ὶれるỈの

ാきとᅵ地の変」(地⌫・自↛領域)等では，日

常生活とᐦ᥋に関係をしているものの，必要と

なる実験ჾලの課題やᏳ全㠃，指ᑟ内容の検討

などでᅔ㞴さが見られるのではないかと考࠼
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た．たと࠼ば「てこの規則ᛶ」(≀㉁・ࢿ࢚ルࢠ

ー領域)では算 ・ᩘᩘ 学的な能力を必要とするഃ

㠃もあり，生ᚐの実ែᕪが表㠃しやすい領域

であることが᥎察された．また，「⇞↝の組み」

(≀㉁・ࢿ࢚ルࢠー領域)では，実験ჾලやⅆを

使うため，Ᏻ全㠃の㓄慮の観点からもᅔ㞴さが

生じているのではないかと᥎察された． 
現行の学⩦指ᑟ要領においては，各教科を学

意⩏が明示され，各教科の目ᶆや内容等がලࡪ

య的に示されおり，௧和７年度からは知的障害

特別支援学ᰯの中学部・㧗等部用の理科・社会

科の教科書が発刊される予定である．したがっ

て，後よりከくの知的障害特別支援学ᰯにお

いて，理科のᤵᴗ実践がされる可能ᛶがある．

そのため，本調査で明らかになった理科のᤵᴗ

の実内容は，年間指ᑟ計画等を作成する際の

参考になるࡔけではなく，必要な実験ჾල等を

ᥞ࠼る際にも有┈な報となࢁう． 
 

䠏䠊⌮⛉ᩍ⫱䜢ᐇ䛩䜛ୖ䛷䛾ㄢ㢟 

知的障害特別支援学ᰯ㧗等部において理科

教育を実する上での課題について，81 ௳の回

⟅が得られた．㢮ఝの回⟅をまとめた結果，「教

ᮦ・教ලの不足」，「ᑓ㛛ᛶの不足」，「実ែを㋃

ま࠼たᤵᴗ展開のᵓ成」の３点に大別された．

❑田・藤(2020)による学⣭担任の知的障害の

教科の指ᑟにおけるᅔ㞴や不Ᏻに関する調査

内容においても，「ᑓ㛛ᛶ不足」，「ᣐり所不足」，

「個ࠎのඣ❺生ᚐの実ែに合わせること」など

の課題が明らかにされた 2)．本調査と㢮ఝする

点がከく，各学ᰯに理科をᑓ㛛とする教員が必

ずᅾ⡠していることもከくはなく，その年度に

理科担当になった教員が㐣ཤのᤵᴗなども㋃

ま࠼，生ᚐの実ែを㚷みながら年間予定を立て

ᤵᴗを実践していることが᥎測され，学ᰯや教

員の力㔞や㔞に任されていることがከいと

ゝ࠼る．ⅆჾや実験ჾල等のᏳ全ᛶの担ಖが重

要となる理科実験では，他のᤵᴗ以上に内容の

検討に㓄慮が必要であり，その点も課題とゝ࠼

るのではないࢁࡔうか． 
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本研究の課題の１点目は，調査対象に関する

事項である．本調査は㧗等部のみを対象とした

ものであったが，ᬑ通科とᑓ㛛科に分けて୧者

の課題等を詳細に分ᯒすることはできていない．

௧和７年度からは知的障害特別支援学ᰯの中学

部ཬび㧗等部を対象とした理科の検定教科書が

発刊される予定である．そのため，後は調査の

対象を中学部にᣑ大し，学部や生ᚐの実ែによ

る実≧ἣ等のᕪ␗を詳細にᢕᥱする必要があ

る．また，本研究は地域を限定した調査であった

ため，全国的な実≧ἣをᢕᥱするためには，対

象地域をᣑ大し調査を行う必要がある． 
 課題の２点目は，研究方法に関する事項であ

る．本研究では㉁問紙調査法を用いたが，現≧

や課題をより詳細に明らかにし学ᰯ現場のᤵ

ᴗ࡙くり等の参考となる報を提౪するため

には，教員に対するインタࣅュー調査などの手

法を用いた㉁的研究も必要となるであࢁう． 
課題の３点目は，調査時期に関する事項であ

る．本研究では，新学⩦指ᑟ要領の⛣行期間に

実をした．新学⩦指ᑟ要領については，௧和

4 年(2022)以㝆，年次進行で実をされ，௧和

6 年(2024)に全㠃実を㏄࠼る．ᯞ(2023)も
同ᵝの指をしており，新学⩦指ᑟ要領実下

においての調査も必要であるとゝ࠼る 1)． 
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本研究は，௧和 2 年度ᮾி学ⱁ大学「特別開

発研究プロジェクト」のຓ成を受け実された

ものである． 
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 本研究の調査に当たっては関ᮾ地༊の知的

障害特別支援学ᰯの先生方にࡈ༠力をいたࡔ

きました．ここに記してឤㅰ⏦し上ࡆます． 
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